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【 研究テーマ】  

古代日本文学における中国故事の受容（9−12世紀） 

【研究結果】 

本 研 究 は 、 古 代 日 本 文 学 に お け る 「 中 国 故 事 」 の 受 容 を 考 察 し 、 日 中 文 化

交 流 史 の 新 た な 一 面 を 解 き 明 か す も の で あ る 。 一 年 半 の 研 究 期 間 を 経 て 、 以

下 の よ う な 成 果 を 得 る こ と が で き た 。  

「 中 国 故 事 」 と は 、 中 国 の 古 典 籍 に 書 か れ て い た 逸 話 を さ し 、 古 く か ら 書

物 を 媒 介 に 日 本 に 伝 わ り 、 人 々 の 間 で 一 種 の 漢 学 教 養 と な り 、 文 学 作 品 の 素

材 に し ば し ば 活 用 さ れ た 。 従 来 の 研 究 で は 、 そ の 受 容 ・ 摂 取 は 直 接 原 典 に よ

る も の だ と 捉 え ら れ て き た 。 本 研 究 で は こ の 通 説 を 問 い 直 し 、 ま ず 中 国 四 大

美 人 の ひ と り で あ る 「 王 昭 君 」 の 故 事 に 焦 点 を 当 て 、 古 代 日 本 に お け る 受 容

の 特 異 性 に つ い て 考 察 し た 。 成 果 の 一 部 と し て 、 論 文 「 王 昭 君 と 『 長 安 日 』

」 を 『 国 語 と 国 文 学 』 誌 （ 二 〇 二 四 年 五 月 号 ） に 発 表 し た 。  

つ ぎ に 、 平 安 朝 の 仮 名 文 学 に お い て 「 王 昭 君 」 の 故 事 は ど の よ う に 受 容 さ

れ た か を 分 析 し 、 と り わ け 『 源 氏 物 語 』 須 磨 巻 の 引 用 に 、 唐 代 詩 人 白 居 易 の

江 州 左 遷 の 経 歴 ・ 作 品 が 大 き く 取 り 込 ま れ て い た こ と を 明 ら か に し た 。 従 来

の 源 氏 物 語 研 究 に 見 ら れ な い こ の 新 説 に つ い て 、 目 下 論 文 を 執 筆 中 で あ る 。  

さ ら に 、 本 研 究 で は 「 王 昭 君 」 の よ う な 明 示 さ れ た 故 事 の ほ か 、 仮 名 文 学

に お け る 「 明 示 さ れ な い 故 事 の 引 用 」 に つ い て も 論 考 し た 。 個 々 の 作 品 に 埋

め 込 ま れ て い た 故 事 の 暗 号 を 読 み 解 く 作 業 は 、 新 し い 発 見 に つ な が っ た 。 そ

の 成 果 の 一 部 を 、 「 平 安 朝 延 暦 期 遣 唐 使 と 中 唐 文 学 」 と 題 す る 研 究 報 告 （ 二

〇 二 三 年 四 月 、 於 上 海 師 範 大 学 国 際 比 較 文 学 フ ォ ー ラ ム ） に ま と め た 。  

以 上 の よ う に 、 本 研 究 を 通 し て 、 中 国 故 事 の 受 容 を め ぐ る 従 来 の 通 説 を 見

直 す こ と が で き 、 平 安 文 学 の 研 究 に お け る 新 た な 知 見 を 指 摘 し た 。 一 連 の 研

究 の 集 大 成 と し て 、 著 書 『 中 国 故 事 と 平 安 朝 文 学 』 （ 仮 題 ） の 出 版 を 来 年 度

に 予 定 し て い る 。  
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 研究成果の公表について(予定も含む） 

口頭発表（題名・発表者名・会議名・日時・場所等） 

平 安 朝 延 暦 期 遣 唐 使 と 中 唐 文 学 ・ 李 宇 玲 ・ 国 際 比 較 文 学 フ ォ ー ラ ム ・ 二 〇 二

四 年 四 月 八 日 ・ 上 海 師 範 大 学  

 

 

論文（題名・発表者名・論文掲載誌・掲載時期等） 

王 昭 君 と 「 長 安 日 」 ・ 李 宇 玲 ・ 『 国 語 と 国 文 学 』 ・ 二 〇 二 四 年 五 月 号  

 

 

書籍（題名・著者名・出版社・発行時期等） 

 

 

 


